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3Dカタログサイトでオリジナルカタログを
複数保持できる対応に伴い、リフォーム ED 
でもオリジナルカタログを指定して保持、表
示できるようにしました。 
建材をセット表示できるようになり、住宅シ
リーズなどを作成し初期表示を絞れるため、
選択の手間が軽減します。 
3Dカタログ.com有料会員Aプランの方も利
用できるようになります。 

➡ オリジナルカタログについて 
 

3DCオリジナルカタログ対応 

部材が重複しているところを選択したときに
選択候補リストを表示して、目的の部材を指
定できるようにしました。 
別の部材が選択されて、選択しなおす必要が
なくなります。 

共通－重複データ選択時の操作改良 

部屋文字移動（バルコニー・ロフトなど） 建
具記号の移動 寸法線文字移動 引き出し文字
の反転などトラッカーの機能を拡張しまし
た。 
専用コマンドを選ばなくても、直感的な編集
が可能になります。 
 

トラッカー（文字・記号などの移動）

 

 
共通 

ARCHITREND リフォームエディション Ver.7の新機能 

※ 選択の操作モードが「要素範囲」
「要素」のみ有効です。 

選択する 
部材を選ぶ 

トラッカーの色
の設定を追加 

トラッカー（◆）を 
クリックして移動 

トラッカー（➡）を 
クリックして移動 

https://www.3cata.com/about/service/paid#catalog
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小屋裏にロフトや収納室などの部屋を設計す
る際、R階の床厚と窓の高さを設定できるよ
うにしました。 
従来はR階が床厚 0mmに固定されていまし
た。また、R階の窓の高さ位置を設定できる
ようになり、サッシの高さを編集する手間が
軽減します。 

R階に床厚・窓高設定追加 

文字列マスタの編集を拡張しました。 
項目名を設定して、30件まで追加可能にしま
した。項目名の一覧の入れ替えも可能です。 
また、検索機能を追加して探しやすくしまし
た。 
編集の手間が軽減し、マスタに登録されてい
る文字列が選びやすくなります。 

文字列マスタの改良 

リフォーム EDから分類別の 3Dカタログマ
スタの建材を開いたときに、最初に開くメー
カーや製品の条件を登録できるよう対応しま
した。 
登録しない場合は、前回設定した条件で開き
ます。 
建材マスタを開いた際に、使いたいメーカー
や製品に到達しやすくなります。 

※ 素材、部品は、グループシリーズも初期値
に登録されます。 

分類毎に検索条件初期値記憶 

RED から呼び出
された分類の建
材一覧で登録 

建具は、窓種
名も初期値に
登録 

【Ver.6】 【Ver.7】 

グレー部分の 
項目名の変更は
不可 
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QRコードの画像を作成できるようにしまし
た。 
図面からパノラマ画像を呼び出したり、会社
のWebサイトを呼び出せる QRコードが簡
単に作成できます。 

※ QRコードは株式会社デンソーウェーブ
の登録商標です。 

QRコード作成に対応 

複数文字列の行間の初期値を設定できるようにしました。 
文字列の幅広い表現が可能になります。 

複数文字の行間の初期値追加 

表の 1行の高さの初期値を任意で変更できるようにしました。 
表を編集する手間の軽減につながります。 

表の行高の初期値追加 

図面内で文字の重複を検出して重複箇所をお
知らせする機能を追加しました。 
印刷する前に文字の重なりをチェックするこ
とで、印刷をやり直す手間が軽減します。 

文字・寸法の重なりチェック機能 

 
汎用 

【Ver.6】 【Ver.7】 

URLを入力 
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面積など丸めの根拠がわかるように、表に根拠を表示できるようにしました。 
丸め方を表示することで、審査機関からの丸めの確認が減り、ユーザーも確認する手間が減ります。 

根拠表示の改良（丸め） 

部屋入力時に部屋寸法を配置するよう対応し
ました。 
間取りの検討段階から、建物全体のボリュー
ム感がつかめるようになります。 

※ Ver.6以前に作成した部屋の寸法線があ
る場合は、一旦部屋の寸法線を削除してく
ださい。 

部屋入力時寸法自動 

 
基本図面 

Ctrl＋セル選択や Shift＋セル選択でパーツ
を複数選択して、クリップボードへのコピー、
切り取りをできるようにしました。 
個別に選択可能になり、操作性がよくなりま
す。 

複数のパーツをクリップボードへ 

バーツ配置で、2D部品のグループとページ
の順番を入れ替えできるようにしました。ま
た、部品の登録位置の移動も簡単にできるよ
うになりました。 
使用頻度の高いものを上位に移動するなどの
操作がやりやすくなります。 

バーツの編集モードを追加 

ボタンを
ON グループ

名を移動 

タブの順番
を移動 

部品の登録
位置を移動 

ボタンを
ON 

Shift キーを
押しながら 

部屋入力時、 
部屋寸法を配置 

【Ver.7の部屋寸法】 

配置した寸法は、 
専用の部屋寸法に 

【Ver.6以前の部屋寸法】 

項目名の 
表記も変更 

【Ver.7】 【Ver.6】 
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建具記号に以下の項目を追加しました。 
「窓種名（建具種別）」 
「建具幅×建具高（内法）」 
「建具幅×建具高（外法）」 

「寸法WH」とは異なり、建具幅高を省略せず
に表示可能になります。窓種名の表示も可能
になります。 

※ 戸の外法には下枠見付を含みません。 
※ 窓種名は、3Dカタログマスタで編集可能
です。 

 

建具記号の項目追加 

建具記号の最大段数を 8段まで拡張しまし
た。 
表示できる項目数が増えることで、建具記号
の表現が向上します。また、項目数が不足し
て追加編集していた手間の軽減につながりま
す。 

建具記号の段数追加 

柱・壁の入力時に、壁仕上が配置されるよう
にしました。また、壁を重複入力して壁のタ
イプが変わっても、変更された壁の状況に合
わせた仕上げになるようにしました。 
「袖壁を追加したがパースモニタに出てこな
い。」ということが軽減されます。 

柱壁の追加入力時の自動仕上作成 

違う種類の壁を重ねて入力したときのメッセ
ージを変更しました。重複入力後の壁がどの
ようになるのかわかるようになります。 
今までは、重複入力後の壁を確認する必要が
ありましたが、再確認の手間が軽減します。 

壁の重複入力時の自動処理 

すぐに仕上
を再作成 
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敷地境界線の名称を変更できるようにしまし
た。 
みなし境界線の名称など、自社の表現に合わ
せることができるようになります。 

敷地境界線名称のカスタマイズ 

階段廻りの躯体、壁仕上の作成条件を見直し
ました。 
パースモニタで穴が空くことが減り、編集手
間が軽減されます。 
 

階段廻りの立体作成の改善 

文字の制限を半角 100文字まで拡張しまし
た。 
今まで文字切れしていたような品名などもす
べて表示できるようになります。 

建具記号の最大文字数の追加 

建具記号のすべての文字列を、建具のプロパ
ティで編集できるようにしました。 
マスタを編集することなく建具記号の文字列
を変更できるようになります。 
再描画で建具記号の内容が戻ることがないた
め、再編集による手間を軽減できます。 

建具記号の編集対応 

ON にして
編集 

最大半角
100文字 

【Ver.6】 【Ver.7】 

ON にし
て選択 
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パノラマ画像を作成したときに JPEGファイ
ルとしても保存できるようにしました。 
パノラマの情報が埋め込まれているため、
JPEGファイルをそのまま LINEや Facebook
にアップロードして閲覧が可能です。 

パノラマ画像の JPEG保存 

パースで再作成した際も光源データを保持で
きるようにしました。 
照明器具（光源部品）の移動や再作成をした
際に、光源の設定が維持できるため編集手間
の軽減につながります。 

パース再作成時光源データを保持 

 
プレゼン 

こ の 設 定
を維持 

LINE等にアップさ
れた画像で内観を
見渡せます 


	REDVer7の新機能

